















鉄基アモル ファス合金Feト X Eax (Ea=Zr,L.･1,Ce,IJu等)では
鉄の濃度が増すとFe㍗㍗ o相が出現するが,この相は単純なFe㍗㍗o相ではな
く､低温でリエン トラン トスピングラス相 (RSG)に転移する｡Fe㍗㍗ o相の














加し､Fe.㍗㍗ o相が消失 してSG相が出現す る｡この結束は､原子間距離の減少
によって最近接のFe-Fe間に働 くプラスの相互作用が減少すると共 に､マイナ
スの相互作用が増大することによって､SG相が出現 したことを示 している｡
鉄基アモル ファス合金は遍歴電子磁性体であ り,Fe-Fe間 に働 く相互作用の
符号と大きさはFeの回りにあるFeの配位数 とその間の距離に依存する｡これが
RSG,SG相出現の原因であり､鉄基アモル ファス合金は新 しいタイプのスピン
グラスと考えることができるO
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